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ビション・ミッション

企業が自社のサプライチェーン内で戦略的
な炭素除去を実現し、真に意義のある脱炭
素と、事業上・財務上の実益を同時に得ら
れる世界を目指します

そのために、企業には戦略的価値の高いプ
ロジェクトへの道筋を示し、同時に炭素除
去の実行者である農業生産者と直接つなぐ
ことで、農家にも利益を公平に分配します
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日本の農業生産者はすでに、気候変動が農作物の品質と収量に与える影響に直面している

農業の課題

課題と事業機会

24%
現在のコメ生産
量との比較

気温とCO2レベルの上昇は稲の生育期間と肥沃度

を低下させ、全体的な収量を低下させる

米の収量減
(日本国内；2100年の予想）

13%
現在比での白未
熟粒の増加率

高温条件は米粒形成を加速し、より多くの

白未熟粒を引き起こし、品質低下につながる

米の品質低下
(日本国内；2100年の予想）

脚注： RCP 8.5を想定
出所：Journal of Agricultural Meteorology, 2021

気候変動の最大の被害者である農家が、脱炭素経済の受益者にもなるべきだ



炭素クレジット情報は分散しており、
標準化されていない 
→ PDD、検証報告書、登録データを手動でレビューす
るのに数週間かかる

最良の炭素クレジットは希少で、市場に出る前に
購入されることが多い 
→ 最適でない炭素クレジット・ポートフォリオになる
リスクが高い

炭素クレジットの品質や、戦略的・事業的価値が
あるかが不明確 
→ 最悪の場合はグリーンウォッシング批判のリスク、
最良の場合でもバリューチェーンとの整合性がないク
レジットを購入

炭素クレジット調達における課題

課題と事業機会

企業の課題

一方、企業は脱炭素化への圧力が
高まる中、炭素クレジット市場で
は適切な対応が困難な状況に

これらの問題により、企業が本当に必要とする
クレジット—サプライチェーンに関連した高品

質な除去—にアクセスできない



企業と生産者をつなぐインセッティング・プラットフォーム

サステファイの事業

サステナビリ
ティ戦略の策定

コンサル
ティング事業

大手企業

企業に最も戦略的価値の
高い炭素クレジットを

マッチング

各企業のビジネスに最大の価値
を生む炭素クレジットへ誘導

1

戦略的価値のある
炭素クレジットへ誘導

炭素クレジット・
キュレーション・

PLATFORM

2

自然に基づく炭素除
去・クレジット創出

アグリテック
炭素除去事業

3

需要側の支援 供給側のサポート



「レゾナンス・エンジン」で企業の炭素戦略を変革

炭素クレジット・キュレーション・プラットフォーム

カーボンクレジットと
ESGデータの単一情報
源を確立

カーボンプロジェクト
と企業オペレーション
間の戦略的適合性を定
量化

全バリューストリーム
横断でROIをモデル化・
追跡

データドリブンなポー
トフォリオ最適化と自
動レポーティング

起業への価値

2



環境と農場の両方にメリットがある「バイオ炭」プロジェクトで供給側を構築

出所：1) MSCI, Feb. 2024; 2) Toucan.earth, April 2024; 3) Puro.earth, April 2024; 4) Supercritical 2024 report; 5) Nitrogen Fertilizer Reduction Combined with Biochar Application Maintain the Yield and 
Nitrogen Supply of Rice but Improve the Nitrogen Use Efficiency (2022)

環境面でのメリット 農業面でのメリット

2. 肥料の削減1. 長期的な炭素隔離 3. 収量の向上

2023年のバイオ炭関連クレ
ジットのの平均単価

puro.earthに掲載される最大
規模のバイオ炭プロジェクト

のクレジット単価

$180

2023年に最も高く評価される
バイオ炭プロジェクトの炭素

クレジット単価

$200

$150

バイオ炭系のカーボンクレジットの単価1234

240

52
100

228

46
75

N P K

-5%

-11%
-25%

コントロール

実験

肥料の削減の実験5

+
1ヘクタール当たり
3トンのバイオ炭

+6.6% 
6年後の米の収量改善

土壌の間隙構造が改善され、根の長さ
密度が増加し、地上部のバイオマスが
増加した

~17万円 ha-1

即時

~ 1万円 usd ha-1

即時

~ 10万円 usd ha-1

長期

Supercritical社のバイオ炭系カー
ボンクレジット単価についての予

想

$220

バイオ炭とは

アグリテック炭素除去事業3



農業廃棄物からのバイオ炭は、炭素を土壌に永久に貯蔵する自然に基づく炭素除去
アプローチである

バイオマス収量

12 トン

水田
（１ヘクタール）

米の収穫量

6 トン

農業残渣（もみ殻）

6 トン

バイオ炭

2 トン

通常、生産者は収穫後の残渣を土壌に戻す

炭素は数ヶ月で放出

土壌散布前に残渣をバイオ炭に転換

炭素は土壌に100～1,000年固定される

バイオマス収量

12 トン

水田
（１ヘクタール）

米の収穫量

6 トン

農業残渣（もみ殻）

6 トン

バイオ炭とは

アグリテック炭素除去事業３



統合型プラットフォームで、地域
の生産者と企業を直接つなぎ、戦
略的で高品質な炭素除去市場を実
現

目指す姿
Capability: 効率的でクリーンなバイオ炭製造
当社の工場は収益性を維持しながら操業してお
り、製造副産物を再利用することでクリーンな
バイオ炭を生産してる

バイオ炭

社内バイオ炭PJT

Capability: ローカルのプロジェクトの当社プ
ラットフォームへオンボーディング、＋グロー
バルレジストリーに登録されたPJTへの統合ア
クセス

その他のプロジェクト+Registryアクセス

高品質、地域的クレジットPJTを網羅
的に提供

Capability: 日本企業にとって簡単で透明性が
高い道で高品質プロジェクトへのアクセス
バイヤーは、市場・株主・消費者へのメッセー
ジ性が高く、透明性が高く、関連性の高いクレ
ジットの「アーリーバイヤー」購入可能

プレミアム炭素クレジット

日本の大手企業を支援

連携農業生産者
とのバイオ炭PJT

その他地域
プロジェクト

クレジット
登録簿

クレジット
プラットフォーム

大手企業



プラットフォームとバイオ炭事業の両方が展開準備完了 - 事業拡大に向けた戦略的パート
ナーを募集中

現状と今後の展開

クレジット
PF

アグリテック
炭素除去事業

✓

✓

提携
農家

MVP
開発

検証
提携先

✓

バイオ炭
効果測定PoC

✓

1
パイロット/MVPパートナー
炭素クレジット調達戦略の
最適化にご関心のある企業様

3

2
資金提供者
事業拡大のための資金調達を
実施中

初期クレジット購入者
農業サプライチェーンを持ち、
高品質バイオ炭クレジットの
オフテイクにご関心のある
企業様

埼玉県で大規模バイオ炭
実証実験を完了。バイオ
炭施用により植物のバイ
オマスを約30%改善

当社のMVPは、AIを活
用して約10の異なるレ
ジストリから炭素クレ
ジット情報を取得・正
規化・評価

進捗 ご相談項目
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